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令和２年度事業の報告について

＜事業活動＞

１ 普及・啓発事業（公１）

(1) ＩＣＴ（愛して）とくしまフォーラムの開催

ＩＣＴを利活用した効果的な情報発信や先進事例から地域活性化について考えることを目

的に，徳島県との共催で開催した。

日 時：令和３年３月３０日（火）１４：００～１７：１５

場 所：徳島グランヴィリオホテルグランヴィリオホール

参加者：一般県民，自治体職員，企業関係者等 約５０名

内 容：

講演：４Kドキュメンタリー映画「時の絲ぐるま」上映会

講師：石井 友規 氏（地球写真家）

(2) ＩＣＴ（愛して）とくしま大賞の実施

デジタルコンテンツ産業を担う「優秀な人材」を発掘するとともに，「宝の島･とくしま」

が誇る自然・食･文化などの魅力を全国に発信することを目的に，徳島県，公益財団法人とく

しま産業振興機構等との共催で，優れた動画やアニメ，ＣＧ，アプリケーションなどデジタ

ルコンテンツの作品を募集し，応募作品の中からｅ－とくしま推進財団賞を４点選定した。

募集期間 令和２年７月８日（水）～

令和３年１月７日（木）

応募件数 ７１点

・ｅ－とくしま推進財団賞（学生部門）

作品名/概要 受 賞 者

『コロナ下で徳島観光を支える人たち』（実写映像）
関西大学

コロナ禍でも奮闘する徳島の観光関係事業者を描き，コ
ロナウイルスで減少している観光需要を喚起しようとす 大崎 泰河 様
る作品。困難な状況にも前を向き「徳島県に誇りを持ち」
戦い続けている姿が丁寧に描かれている。

『ニューノーマルおしゃピクの旅』（実写映像） 四国大学メディア情報学科
2年1班

Instagramで流行している「#おしゃピク」で徳島の飲食 宮﨑恵理様，伊豫明音様，
業界の新たな魅力を表現した作品。コロナ禍で新しくテ 岩見早記様，木村美海様，
イクアウトを始める店舗が増え，その挑戦を応援したい 三好麻衣子様，山本梨乃
思いがあふれている。 様，小濱拓子様
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作品名/概要 受 賞 者

『Unknown superb view ～徳島の絶景～』（実写映像）
徳島大学

フラッと出かけた先で，ふとした絶景に出会ったという
テーマで，徳島の何げない景色を探して，スマートフォ 田村昇瑚様，小林佑莉亜
ンで撮影した4K映像作品。 様

・ｅ－とくしま推進財団賞（小学生部門）

作品名/概要 受 賞 者

『ミニ子のはじめてのおつかい』（ゲーム・スクラッ 株式会社QLIP クリッププ
チ） ログラミングスクール

妹が楽しめるようなものをつくりたいとの思いでスク 阿部 葵 様
ラッチでプログラミングしたゲーム作品。主人公が初め
てのお使いに行く様子を描いた動く絵本形式の作品で，
ミニゲームもある。妹のために難しい字は使っていない
などの工夫がされている。

(3) ｅ－とくしまビジネスセミナーの開催

ＩＣＴの利活用を経営戦略に繋げるため，企業経営の参考となる最新情報や最新トレンド

となるセミナーを開催した。

日 時：令和３年１月２５日（月）

１４：３０～１７：１０

場 所：ホテルパークウェストン

メイン会場 １階ボールルーム

サ ブ 会 場 ３階アニエスルーム

参加者：財団賛助会員，自治体職員等 約１３０名

内 容：

特別講演 第１部：「『８Ｋ阿波おどり』～ＮＨＫ徳島の取り組み」

講師：日本放送協会 徳島放送局 技術部長 岩本 知治 氏

特別講演 第２部：「Under/Post COVID-19における生体認証の役割・技術最前線」

講師：日本電気株式会社 ＮＥＣフェロー 今岡 仁 氏
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(4) 先端技術セミナーの開催

ＩＣＴを更に利活用する契機とするため，富士通株式会社及び

株式会社ＮＴＴドコモから講師を招き，ＩＣＴの最先端技術に関

するセミナーを開催した。

日 時：令和２年１１月１８日（水）

１０：３０～１２：００

場 所：徳島県立工業技術センター ２階 講堂

参加者：県民，自治体職員，企業関係者等

９６名

（現地会場６４名 オンライン３２名）

内 容：

第１部 １０：３０～１１：１０

演題：「製造業における５Ｇ利活用について」

講師：富士通株式会社 ５Ｇ Vertical Service室 エグゼクティブディレクター

(５ＧＭＦ※ 地域利用推進委員会 委員長代理 兼企画ＷＧ 主査)

神田 隆史 氏

（※）５ＧＭＦ：第５世代モバイル推進フォーラム

第２部 １１：２０～１２：００

演題：「５Ｇ時代の農業ＩＣＴ」

講師：株式会社ＮＴＴドコモ 四国支社法人営業部

ソリューション担当部長 坂本 雅彦 氏

(5) インターネット安全教室の開催

教職員・児童生徒等を対象に，インターネットや携帯情報端末の危険性への理解を深め，

個人情報の漏洩や犯罪に巻き込まれることを防ぐため，情報モラルについての研修会を開催

した。

特にコロナウイルスの感染防止の観点から，羽ノ浦小学校はリモートにより実施した。

開催日 学校名 参加者
令和2年 7月15日(水) 阿南市立岩脇小学校 6年生，職員 36名
令和2年12月14日(月) 阿南市立羽ノ浦小学校 4年生，職員 136名
令和2年12月21日(月) 阿南市立羽ノ浦小学校 5年生，職員 109名
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(6) 公的機関等が実施する講演会・研修会に対する支援

総務省四国総合通信局等が主催するＩＣＴに関する講演会を後援し，実施を支援した。

セミナー名等 主催者等

基礎から学ぶ「ＩｏＴ体験セミナーｉｎ徳島」 主催：総務省四国総合通信局，
２０２０ 共催：とくしまＩｏＴ等推進ネ
令和２年１２月２日（水） ットワーク，(公財)とく

（オンライン開催） しま産業振興機構，四国
情報通信懇談会

後援：(公財)ｅ－とくしま推進
財団

四国情報通信懇談会 ＩＣＴ研究フォーラム 主催：総務省四国総合通信局，
第２５回ＩＣＴ技術セミナー 四国情報通信懇談会
「ポストコロナ時代を見据えた地域ＤＸ（デジタル 後援：(公財)ｅ－とくしま推進
トランスフォーメーション）の推進～地域における 財団ほか
ＤＸ導入事例をもとに」

令和３年１月２７日（水）
（オンライン開催）

(7) ひろげよう情報モラル・セキュリティコンクールの実施

独立行政法人情報処理推進機構（ＩＰＡ）が主催する，情報モラル・セキュリティコンク

ールについて，徳島県警察本部，徳島県教育委員会，徳島県情報産業協会と共に後援し，小

・中・高・高専生を対象に，情報モラル・セキュリティをテーマとした標語・ポスター・４

コマ漫画等を募集し，応募作品の中からｅ－とくしま推進財団賞を２点選定した。（今年度は，

新型コロナウイルス感染予防のため，表彰式は中止。）

・ｅ－とくしま推進財団賞

作品名/部門 受 賞 者

ネットでもリアルでも 言葉の重みは みな同じ/ 美馬市立脇町中学校 １年
標語 森藤 優太 様

『歩きスマホ』/４コマ漫画 吉野川市立鴨島第一中学校１年
佐藤 百花 様

(8) 財団ホームページ・電子メールによる情報提供

国，地方自治体及び各種団体からのＩＣＴに関する行事・催事及び助成事業等の情報，

ＩＣＴ化の動向等を随時情報提供した。
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(9) プログラミング教育等人材育成支援

令和３年度から本格的に実施する，プログラミング教育の出前授業を先行実施した。

日 時：令和２年１２月３日（木）８：４０～１２：２０

６年生（１，２時間目 科目：算数「場合を順序良く整理して」）

５年生（３，４時間目 科目：理科「もののとけ方」）

場 所：小松島市児安小学校 ５，６年生教室

参加者：５年生 ２４名，６年生 ３１名

講 師：国立大学法人 徳島大学 助教 大学院創成科学研究科理工学専攻

情報センター・デザイン型ＡＩ教育研究センター

博士（工学）谷岡 広樹 氏

２ 利活用支援事業（公２）

徳島県内におけるＩＣＴの利活用を促進するための各種事業を実施した。

(1) 公立小中学校等の情報化支援

小・中学校等の情報化において負担になっている業務を支援した。

ア 学校等ホームページのＣＭＳサービス提供

(ｱ) サービス提供状況

・三好市，勝浦町，東みよし町を除く徳島県内の公立小・中学校等を支援

総数 ２５２校 （令和３年３月３１日現在）

(ｲ) 操作講習会等の実施状況

ＣＭＳリニューアル講習等を計１０回実施した。

(ｳ) サポート対応状況

質問８７件，対応依頼１１９件の計２０６件に対応。

対応月 学校からの質問 学校からの対応依頼 学校からの改善要望 合計
４月 １７ ５０ ０ ６７
５月 ９ ２２ ０ ３１
６月 ９ ７ ０ １６
７月 １６ １ ０ １７
８月 ３ ６ ０ ９
９月 １ １３ ０ １４
１０月 ０ ７ ０ ７
１１月 ２ ０ ０ ２
１２月 ３ ２ ０ ５
１月 ６ ０ ０ ６
２月 ９ ３ ０ １２
３月 １２ ８ ０ ２０
年間計 ８７ １１９ ０ ２０６
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イ 図書システムのサービス提供

平成３１年４月１日から新システムを導入し，順次移行中。

(ｱ) サービス提供状況 ４０校 （令和３年３月３１日現在）

(ｲ) 操作講習会等の実施状況 ０回

(ｳ) サポート対応状況 ８７件

(ｴ) システム導入支援 １校

(2) 「とくしまポータル」の運営

徳島の情報について，探している人には見つけやすく，発信する人には見つけてもらい

やすくすることにより県民の皆様の情報交流を活発にするため，インターネット上に発信

されている徳島のイベント・募集・ニュース・暮らしの情報を集約・発信するサイト「と

くしまポータル」（https://www.tp.e-tokushima.or.jp/）を運営した。

ア 開 設：平成２４年８月１日（水）

イ 参加団体：１７４団体（令和３年３月３１日現在）

ウ 利用者数：１６，３３３人

エ アクセス数：２２，６３３件

（内訳 県内から５１．３％，県外から４４．７％，その他４．０％）

オ 閲覧ページ数：４０，７６５ページ（令和３年３月３１日現在）

※ 上記データはいずれも 令和2年4月1日から令和3年3月31日までの期間で集計

(3) 地域の情報化支援

小中学校等を除く団体等においてホームページのＣＭＳサービスを提供した。

(ｱ) サービス提供状況 ２０団体 （令和３年３月３１日現在）

(ｲ) 操作講習会等の実施状況 ０回

(ｳ) サポート対応状況 １９件

(4) 自治体共同電子申請・届出システムの支援

徳島県及び県内市町村が県民や住民に対して提供しているインターネットを利用した電子

申請・届出システムについて，システムサービス提供会社と利用契約を結び，システム運用

経費について，県及び市町村から負担金の徴収事務を行った。

また，さまざまな自治体窓口，相談案件，施設予約，イベント，博物館，コワーキングス

ペース，特殊備品の貸し出し等，あらゆるモノ・コト・場所について事前予約して来客して

もらう，いわゆる「新しい生活様式」への対応に資するため，オプション機能「汎用予約サ

ービス」について導入団体を調整し，システムサービス提供会社と利用契約の変更を行った。
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(5) 共同利用型システムの支援

県及び市町村で共同利用しているシステム（電子申請・届出システム，ＤＥＣＯ，自治体

情報セキュリティクラウド，ウェブ会議システム）や総合行政ネットワーク（ＬＧＷＡＮ）

の運用支援を行った。

また，従来個々の団体で構築していたインターネット分離における「端末仮想化」及び災

害時などアクセス集中時にも住民への継続的な情報発信を行うための「コンテンツデリバリ

ーネットワーク」について，自治体情報セキュリティクラウドのオプションサービスとして

令和３年度から共同利用を開始予定など，共同利用型システムの対象範囲の拡大に向けた検

討を行った。

＜令和２年度運用中の共同利用型システム＞

ア 自治体情報セキュリティクラウド利用団体数 県及び県内全市町村

イ ＤＥＣＯ利用団体数 県及び県内全市町村

ウ 徳島県・市町村共同ウェブ会議システム利用団体数 県及び県内全市町村

(6) 「公共サービス共同・連携部会」の支援

徳島県における情報化施策を総合的に推進するために，県及び県内全市町村で構成する「徳

島県・市町村情報化推進協議会」の下部組織として「公共サービス共同・連携部会」を設置

し，共同システムの調達及び運営管理に係る検討や情報化推進に必要な連絡調整等，具体的

な取組を実施している。

今年度は，自治体情報セキュリティクラウド（以下，「ＳＣ」という）への「自治体運営サ

イトの移行検討」，市町村システムの「自治体クラウド化に向けた検討」を実施するとともに，

ＳＣの運用状況の分析，セキュリティ脅威の最新動向の共有，「ＳＣの運用５年経過に向けた

研究」など「情報セキュリティの向上」への取組を実施した。

また，「スマート自治体の実現」に向け，ＳＣの仮想基盤を活用したＡＳＰ方式でのペーパ

ーレス会議システムの令和２年４月サービス開始，自治体でのテレワーク環境や有用なソリ

ューションについての研究を行うなど，各種課題についても取組を実施した。

(7) 県内自治体の業務システム共同利用に向けた取り組みへの支援

県内市町村の自治体クラウド化に係る進捗状況を把握し共有を実施した。またクラウド化

に関する県内市町村の質疑応答や，参考資料の提供，総務省の照会回答などの支援を実施し

た。
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３ 表彰事業（公３）

(1) ｅ－とくしま推進財団表彰

徳島県内の高等教育機関等（高等学校含む）に属し，ＩＣＴに関して優秀な業績を残した

生徒・学生や団体及びホームページの運営が優れ他校の模範となる徳島県内の公立小・中学

校を表彰した。

ア 募集期間

公立小中学校の部 令和２年７月 １日（水）～令和２年 ９月 ４日（金）

高等教育機関の部 令和２年９月１６日（水）～令和２年１０月２２日（木）

イ 募集方法

（高等教育機関の部）

県内の高等教育機関及び高等学校教育研究会等の推薦による

（公立小中学校の部）

市町村教育委員会からの推薦及び学校からの自薦による

ウ 選定委員会

日 時：令和２年１１月５日（木）

１４：００～１５：４０

場 所：自治会館４階 会議室

委 員：西日本電信電話㈱徳島支店，徳島県地方創生局Society5.0 推進課，

徳島県立総合教育センター，ｅ－とくしま推進財団賛助会員，当財団

エ 受賞者
（高等教育機関の部）

団体：３団体

（公立小中学校の部）

最優秀校：１校，優秀校：４校，優良校：５校

オ 表彰状授与式
日 時：令和３年１月２５日（月）１４：３０～

場 所：ホテルパークウェストン

表彰団体：１３団体（うち小中学校１０校）

・国立大学法人徳島大学大学院社会産業理工学研究部臨床心理情報学

研究室，国立大学法人鳴門教育大学遠隔教育プログラム推進室,

徳島県立つるぎ高等学校ICTビジネス研究部

・徳島市津田中学校，徳島市城東中学校,阿南市立橘小学校，

阿南市立津乃峰小学校,那賀町立平谷小学校，石井町石井小学校,藍

住町立藍住南小学校,吉野川市立高越小学校,徳島市八万中学校,阿南

市立山口小学校
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４ 助成事業（公４）

(1) 「ＩＣＴとくしま創造戦略」重点戦略の調査・研究助成

官民一体となって徳島県の情報化に取り組む行動計画「ＩＣＴとくしま創造戦略」の重点

戦略の実現に向けた調査・研究助成事業として，県内の高等教育･研究機関等から提案を募集

した結果，採択した次の３件について，助成を行った。

ア 公募

公募期間：令和２年５月１２日（火）～６月１２日（金）

応募件数：５件

イ 選定委員会

日 時：令和２年７月８日（水）～１５日（水）

書面開催

委 員：（株）ＳＴＮｅｔ，徳島県，（公財）とくしま産業振興機構，当財団

採択数：３件

ウ 助成総額：１，３５３，４００円

エ 助成した調査・研究事業

(ｱ)「Society5.0の推進技術を活かした学際研究プロジェクトの遂行

～乳幼児や障害者の反応をもとにした状態変化の予測分析～」

・提案者：四国大学

・調査研究内容：

免疫獲得，および語彙力が十分でない乳幼児や障害者のニーズ・体調変化などの

反応を自動的に捉え，遠隔地から養育支援するシステムの構築に向けた初期段階に

おけるモデルを提案する。

・助成額：４０３，４００円

(ｲ) 「運転スキル向上を目指したＶＲ教習システムの開発」

・提案者：徳島工業短期大学

・調査研究内容：

実車に搭載したカメラとＶＲゴーグルを無線で繋ぎ，離れた場所から自動車運転

手の視界を共有するシステムを用いて遠隔指導・遠隔体験の実証実験を行い，教習

所などの学外協力者へ波及させる。

・助成額：４５０，０００円

(ｳ) 「徳商ICT活用人材育成プロジェクト～共生社会を目指した地域資源の活用～」

・提案者：徳島商業高等学校

・調査研究内容：

地元徳島の観光場所をドローンで撮影し，障がいのある方や小学生などにも疑似

体験できる機会を作る。また，観光地の情報発信体験を４ＫＶＲ映像に加えて五感

で感じる装置を作り体験の機会を提供したり，地元小学校でドローンのプログラミ

ング教室を実施したりする。

・助成額：５００，０００円
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オ 成果発表会

例年，公募した調査・研究事業の成果を県内の関係者間で共有し，今後の事業展開に

つなげる糸口となるよう，採択した事業の実施結果について発表する機会を設けている。

今年度については，新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から，成果発表会を小

規模に開催した。

日 時：令和３年３月２日（火）

１３：００～１５：００

場 所：ホテル千秋閣６階 孔雀の間

参加者：発表者，財団職員，マスコミ関係者 約３０名

５ 徳島県版プレミアムポイント事業情報発信等業務

(1) 徳島県版プレミアムポイント事業の情報発信

ア 徳島県版プレミアムポイント事業ホームページの作成

ホームページを開設し，事業の概要やポイント取得までの手続きの周知を行った。

イ テレビ及びラジオ放送，インターネット，新聞･生活情報誌による広報

テレビやラジオでスポットCMを放送したり，WEBサイトや新聞･生活情報誌に事業に

関するお知らせを掲載した。

ウ リーフレットによる広報

県庁や市町村役場をはじめ，公共施設や商業施設，学校等へ配布し，事業のＰＲを

行った。

(2) コールセンターの開設

令和２年７月１３日から令和３年２月２８日までの間，県民からの事業の問い合せに対応

するため，コールセンターを開設した。

(3) キャンペーン等設定支援イベントの実施

令和２年１０月２５日，徳島市のしんまちボードウォークで開催された「とくしまマル

シェ」で，「徳島県版プレミアムポイント事業ＰＲブース」を設置し，事業のＰＲ及び設

定支援の案内等各種問合せに対応した。



- 11 -

＜管理部門＞

１ 理事会等に関する事項

(1) 役 員（１２名） 令和３年３月３１日現在

役 職 氏 名 役 職 名 備 考

理 事 長 豊 井 泰 雄

専務理事 相 田 芳 仁

NPO法人ｼﾞｪｲｼｰｱｲ･ﾃﾚﾜｰｶｰｽﾞ･ﾈｯﾄﾜｰｸ
理 事 猪 子 和 幸

理事長

岩 本 知 治 日本放送協会徳島放送局技術部長

上 田 哲 史 徳島大学副理事

熊 谷 幸 三 (公財)とくしま産業振興機構理事長

小 泉 吉太郎 徳島県市長会事務局長

増 井 建 太 徳島県町村会事務局長

丸 山 力 ｅ－とくしま推進会議会長

湯 浅 眞 典 (公財)ｅ－とくしま推進財団賛助会員

監 事 近 藤 理 恵 徳島県会計管理者

西 村 博 (株)徳島大正銀行取締役執行役員営業店統括部長

令和2.6.16 就任（任期 令和2.6.16 ～ 令和３年度決算にかかる定時評議員会の終結の時まで）

(2) 評議員（１２名） 令和３年３月３１日現在

氏 名 役 職 名 備 考

池 上 治 徳 (一社)徳島新聞社理事総務局長

榊 浩 一 徳島県教育委員会教育長

篠 原 靖 典 徳島文理大学人間生活学部教授

須 賀 昌 彦 (株)四国銀行取締役徳島営業本部長

曽 根 直 人 鳴門教育大学情報基盤センター所長

鳴 滝 智 明 四国放送(株)取締役技術局長

新 居 正 志 NPO法人とくしま県民活動プラザ常務理事兼事務局長

濱 尾 重 忠 テック情報(株)代表取締役社長

疋 田 光 伯 四国大学経営情報学部教授

安 井 俊 之 (社福)徳島県社会福祉協議会副会長兼常務理事

藪 下 武 史 徳島県・市町村情報化推進協議会会長

湯 浅 文 健 (株)阿波銀行営業推進部長

令和2.6.16 就任（任期 令和2.6.16 ～ 令和５年度決算にかかる定時評議員会の終結の時まで）
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(3) 理事会の開催

ア 第５１回理事会（決議の省略の方法による）

・提案年月日 令和２年４月１日（水）

・決議年月日 令和２年４月１日（水）

・提 出 議 案 第１号議案 専務理事（業務執行理事）の選定について

第２号議案 公益財団法人ｅ－とくしま推進財団普及啓発事業助成規程

の一部改正について

イ 第５２回理事会

・開催年月日 令和２年５月２６日（火） １３：５３～１４：３２

・開 催 場 所 徳島グランヴィリオホテル

・出席理事数 ８名

・提 出 議 案 第１号議案 令和元年度事業報告書並びに計算書類等及び財産目録につ

いて

第２号議案 評議員会の招集について

・報 告 事 項 報告第１号 理事の職務の執行状況について

ウ 第５３回理事会（決議の省略の方法による）

・提案年月日 令和２年６月１７日（水）

・決議年月日 令和２年６月１７日（水）

・提 出 議 案 第１号議案 理事長（代表理事）の選定について

第２号議案 専務理事（業務執行理事）の選定について

第３号議案 常勤役員の定例報酬額について

エ 第５４回理事会（決議の省略の方法による）

・提案年月日 令和２年７月２１日（火）

・決議年月日 令和２年７月３０日（木）

・提 出 議 案 第１号議案 令和２年度収支補正予算について

第２号議案 情報通信技術の利活用研究等に対する助成について

第３号議案 評議員会の招集について

オ 第５５回理事会（決議の省略の方法による）

・提案年月日 令和２年１１月 ６日（金）

・決議年月日 令和２年１１月１３日（金）

・提 出 議 案 第１号議案 情報通信技術の利活用等に対する表彰について

第２号議案 公益財団法人ｅ－とくしま推進財団情報通信技術の利活用

等に関する支援サービス利用規程の一部改正について

カ 第５６回理事会

・開催年月日 令和３年３月１８日（木） １３：２３～１３：５１

・開 催 場 所 ホテル千秋閣

・出席理事数 ９名

・提 出 議 案 第１号議案 令和３年度事業計画書及び収支予算書等について

第２号議案 公益財団法人ｅ－とくしま推進財団基本指針(案)について
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第３号議案 公益財団法人ｅ－とくしま推進財団行動計画(案)について

第４号議案 公益財団法人ｅ－とくしま推進財団表彰規程の一部改正に

ついて

第５号議案 公益財団法人ｅ－とくしま推進財団表彰選定委員会規程の

一部改正について

第６号議案 公益財団法人ｅ－とくしま推進財団調査・研究事業助成規

程の一部改正について

第７号議案 公益財団法人ｅ－とくしま推進財団調査・研究事業選定委

員会規程の一部改正について

第８号議案 公益財団法人ｅ－とくしま推進財団普及啓発事業助成規程

の一部改正について

・報 告 事 項 報告第１号 理事の職務の執行状況について

(4) 評議員会の開催

ア 第２８回評議員会

・開催年月日 令和２年６月１６日（火） １０：５２～１１：２４

・開 催 場 所 徳島グランヴィリオホテル

・出席評議員 ８名

・提 出 議 案 第１号議案 令和元年度計算書類等及び財産目録について

第２号議案 理事及び監事の任期満了に伴う改選について

第３号議案 評議員の任期満了に伴う改選について

第４号議案 役員及び評議員の報酬等並びに費用に関する規程の一部改

正について

・報 告 事 項 報告第１号 令和元年度事業報告書について

報告第２号 令和２年度事業計画書及び収支予算書等について

イ 第２９回評議員会（決議の省略の方法による）

・提案年月日 令和２年７月３０日（木）

・決議年月日 令和２年８月１１日（火）

・提 出 議 案 第１号議案 評議員２名の選任について

２ 財産管理運営の状況

(1) 基本財産の積立

ア 徳島県からの出捐金 10,000,000 円

イ 市町村からの出捐金 10,000,000 円

ウ 民間からの寄附金 10,000,000 円

計 30,000,000 円
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(2) 会費

１法人･２個人が退会したが，新たに１０法人･１３個人が加入したことから，令和３年３

月末における会員数は，９１法人･８１個人となった。（令和２年３月末における会員数は，

８２法人･７０個人）


